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年
頭
の
が

い
ミ
」
つ

あ

大i
長

西

勉

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
の
清
々
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
祝
い
中
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
内
外
の
状
況
を
想
い
ま
す
ピ
、
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
発
生
ど
そ
れ
に
係
る
ア
プ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
多

く
の
国
を
交
え
た
争
い
、
が
続
い
て
お
リ
、
そ
の
影
響
で
ア
メ
リ
カ
経
済
は
低
迷
致
し
て
お
リ
ま
す
。
ま
た
、
園
内
で
は
予
想
も
で

き
な
か
っ
た
狂
牛
病
が
発
生
し
、
私
達
の
日
常
A

食
生
活
に
不
安
を
与
え
て
お
リ
、
最
近
の
援
し
い
経
蒋
状
況
に
加
え
、
負
の
影
響

を
生
じ
て
お
リ
ま
す
。

県
内
で
は
、
え
ひ
め
丸
が
米
潜
に
衝
突
さ
れ
沈
没
し
た
事
故
を
は
じ
め
、
芸
予
地
震
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
冒
険

家
河
野
共
市
さ
ん
が
北
極
圏
で
遭
難
す
る
ど
い
う
悲
し
い
虫
来
事
も
あ
リ
ま
し
た
。
河
野
さ
ん
は
、
北
極
点
を
虫
発
し
、
環
境
問

題
な
ど
を
詐
え
る
予
定
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
リ
ま
す
。

又
、
身
近
な
問
題
で
は
、
存
続
で
揺
れ
ま
し
た
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
中
予
八
刀
水
事
業
が
や
止
と
な
リ
、
今
後
は
新
た
な
る
水
確
保

へ
の
対
虎
が
迫
ら
れ
る
こ
と
ど
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
様
相
の
な
か
で
、
皇
太
子
ご
夫
妻
に
は
、
十
二
月
一
日
、
待
望
の
内
親
王
殿
下
ρ

敬
宮
愛
子
μ

様
が
御
誕
生
さ
れ
、

八
月
に
は
、
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
陸
上
選
手
権
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
県
人
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
活
躍
、
松
山
市
内
で
は
、

昔
な
つ
か
し
い
「
坊
ち
ゃ
ん
列
車
」
が
復
活
し
、
私
達
の
お
に
安
ら
ぎ
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

川
内
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
月
に
町
の
宝
で
あ
る

「さ
く
ら
の
湯
」
の
入
館
岩
が
百
方
人
を
突
破
し
、
に
ぎ
わ
い
を
続
け
る

と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
川
内
町
が
当
面
し
て
お
リ
ま
す
、
行
政
課
題
に
つ
い
て
一
端
を
中
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
社
会
に
つ
い
て
、
新
た
な
る
行
政
、
ン
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
性
か
ら
、
地
方
分
権
、
が
推
進
さ
れ
こ
れ
に
伴
い
、

市
町
村
令
併
が
避
け
て
通
れ
な
い
最
重
要
課
題
ど
な
っ
て
お
リ
ま
す
。

県
が
、
ム
ロ
併
試
案
を
公
表
し
て
以
来
、
市
町
村
の
動
き
も
活
発
化
し
て
ま
い
リ
ま
し
た
。
地
方
分
権
型
社
会
を
担
う
の
は
皆
様
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方
お
一
人
お
一
人
で
す
。
川
内
町
で
も
往
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
様
の
意
見
を
十

八
?
に
お
聞
き
し
議
会
ど
も
協
議
を
重
ね
、
最
善
の
方
向
に
進
み
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

計
品
的
に
進
め
て
ま
い
リ
ま
し
た
事
業
の
内
、
平
成
十
一
年
の
台
風
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
三
年
度
末
に
は
す
べ

て
の
復
旧
工
事
、
が
完
了
致
し
ま
す
。

次
に
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
あ
リ
ま
す
が
、
十
三
年
四
月
か
ら
、
甫
方
西
甫
地
域
を
中
旬
に
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
水
環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
、
住
民
皆
様
の
快
適
な
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
長
期
事
業
ど
な
リ
ま
す
た
め
引
き
続
い
て
計
品
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
参
リ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
町
政
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
町
政
に
対
す
る
理
解
ピ
信
頼
を
深
め
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
四
月
か
ら
公
開
を
実
施
す
る
予
定
ど
な
っ
て
お
リ
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
財
政
的
に
は
ま
ず
ま
ず
順
調
に
推
移
し
て
お

リ
ま
す
が
、
今
後
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
岩
を
令
め
制
度
の
周
知
を
図
リ
、
安
比
で
き
る
制
度
と
し
て
定
着
す

る
こ
ど
が
此
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

を
検
討
致
し
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
態
も
十
余
に
芳
恵
し
た
上
で
、
本
町
の
将
来
に
根
づ
い
た
事
業

農
林
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
林
の
も
つ
水
汲
か
ん
養
、
山
地
災
害
防
止
な
ど
公
基
的
機
能
を
守

る
た
め
の
放
置
森
林
対
策
、
林
道
の
整
備
を
順
次
進
め
よ
う
ど
考
え
て
お
リ
ま
す
。

教
育
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
で
整
っ
た
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意
努
力
致
し
た
い

ピ
考
え
て
お
リ
ま
す
。

今
後
も
、
時
代
の
流
れ
と
住
民
皆
様
の
ニ
!
ズ
を
十
余
把
握
し
、
行
政
改
革
を
進

め
な
が
ら
「
知
恵
」
ど
「
工
夫
」
を
凝
ら
し
た
潤
い
の
あ
る
明
る
い
町
づ
く
リ
の
た

め
の
町
政
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
尚
一

層
の
ご
支
援
ピ
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
ど
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
ピ
致
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
一
月
一
日

ぬ
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No.7 市田村合併
先月号では、川内町の合併への主な取り組み状況を紹介させてい

ただきましたが、今回は、その中で去る11月13日に設立しまし

た「川内町将来構想研究会jについて、詳しくご紹介します。

川
内
町
で
は
、
平
成
十
一
一年
四

月
に
市
町
村
合
併
基
本
パ
タ
ー
ン

の
試
案
が
、
県
よ
り
公
表
さ
れ
て

以
来
、
町
議
会
の
合
併
検
討
特
別

委
員
会
(
委
員
十
名
)
や
、
庁
内

合
併
研
究
委
員
会
(
委
員
三
一
十
三

名
)
等
を
設
置
し
、
合
併
問
題
を

様
々
な
視
点
か
ら
調
査
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
合
併

問
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
区

別
懇
談
会
や
各
種
団
体
会
合
、
広

報
紙
等
を
通
じ
、
情
報
提
供
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
町
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
合
併
問
題
へ
の
取
組
み
を
強
化

し
、
行
政
と
議
会
、
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
二
十

一
世
紀
の
新
し

い
ま
ち
守
つ
く
り
の
構
築
を
目
指

し
、
去
る
十

一
月
十
三
日
、
川
内

町
将
来
構
想
研
究
会
が
発
足
し
ま

し
た
。こ
の
研
究
会
は
、
広
く
町
民
の

中
か
ら
女
性
七
名
を
含
む
各
地

域
、
各
階
層
の
様
々
な
立
場
か
ら

識
見
者
二
十
五
名
の
参
画
を
い
た

だ
き
、
町
議
会
の
合
併
検
討
特
別

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
十
名
を
加

え
、
総
勢
三
十
五
名
で
構
成
さ
れ
、

会
長
に
は
、
熊
田
慶

一
氏
(
森
)
、

副
会
長
に
田
中
信
敦
氏
(
日
一之
上
)

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随

時
、
町
長
に
提
言
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
岡
村
合
併
に
関
す
る
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

す
で
に
、
町
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村

合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
十

一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬

に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握
・
分

析
し
、
川
内
町
の
将
来
を
展
望
し

た
ま
ち
、
、
つ
く
り
の
基
礎
資
料
と
し

て
役
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
二
十
歳

以
上
の
男
女
、
年
齢
、
地
域
別
に
、

町
人
口
の
概
ね

一
割
に
当
た
る
千

二
百
名
の
方
を
無
作
為
に
抽
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
合
併
の
是
非
や

そ
の
理
由
、
行
政
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
を
お
尋
ね
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
近
く
公
表
す
る
予

定
で
す
。

(
本
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
面

に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
)

合
併
事
例
先
進
地

視
察
研
修
の
実
施

町
民
の
立
場
か
ら
合
併
問
題
へ

の
取
組
み
状
況
を
調
査
研
究
し
、

今
後
の
川
内
町
の
ま
ち
マ
つ
く
り
の

検
討
資
料
と
す
る
た
め
、
去
る
十

一
月
二
十
九
日
に
研
究
会
委
員
や

町
理
事
者
等
=
一十
四
名
が
参
加

し
、
合
併
推
進
事
例
の
先
進
地
で

あ
る
鳥
取
県
の
東
郷
湖
周
地
域
合

併
協
議
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

広報かわうち

当
地
域
で
は
、
鳥
取
県
内
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
本
年
十
月

一
日
に

東
郷
湖
周
辺
の
羽
合
町
、
東
郷
町
、

泊
村
の
二
町
一
村
(
人
口

一
七、

コ
一八

一
人
、
面
積
七
三
・
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
で
合
併
協
議
会

を
設
立
し
、
ま
た
、
同
年
十
月
十

日
に
は
県
の
合
併
重
点
支
援
地
域

指
定
を
受
け
、
新
市
町
建
設
に
向

け
て
計
画
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す。
今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

羽
合
町
役
場
で
は
、
合
併
協
議
会

設
立
に
至
っ
た
取
組
み
経
過
等
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
当
地
で
は
、
す
で
に
十
余

年
前
か
ら
二
町
一
村
に
よ
る
東
郷

湖
を
核
と
し
た
湖
周
地
域
の
開

発
、
観
光
利
用
等
の
交
流
事
業
を

a 



進
め
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

が
、
合
併
協
議
へ
の
道
を
い
ち
早

く
進
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
そ
う

で
す
。

案
内
役
の
磯
江
助
役
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
熱
弁
を
前
に

少
々
圧
倒
さ
れ
が
ち
で
し
た
が
、

同
行
の
委
員
さ
ん
か
ら
も
、
協
議

会
組
織
の
し
く
み
や
運
営
方
法
、

議
会
や
選
挙
の
情
勢
、
財
政
事
情
、

基
本
財
産
の
取
扱
い
、
各
種
事
業

の
対
応
や
学
校
統
廃
合
問
題
な
ど

様
々
な
分
野
に
つ
い
て
活
発
な
質

問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
郷
湖
周
辺
三
町
村
が

合
同
で
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
七
二
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
住
民
が
合
併
の
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
合
併
論
議
を
通
じ
、

新
し
い
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
探
る

絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
意
欲
的
に

合
併
問
題
に
取
組
ん
で
い
る
様
子

も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

充
実
感
溢
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

一- _.-...--
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鳥

取

県

で

は
、
本
県
同
様

合
併
パ
タ
ー
ン

が
複
数
試
案
さ

れ
て
お
り
、
合

併
に
対
す
る
各

市
町
村
の
認
識

や
温
度
差
の
違

い
が
、
今
後
の

推
進
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も

た
ら
す
の
か
、

そ
の
動
向
も
注

目
さ
れ
る
と
こ

すろ

で

あ

り
ま

合
併
問
題
は
、
そ
こ
に
住
む
住

民

一
人

一
人
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
改
め
て
そ
の
重
大
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
本
研
究
会
の
今
後
の

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

合
併
研
究
専
門
部
会
の
設
置

本
研
究
会
で
は
、
川
内
町
の
将

来
を
展
望
し
、
合
併
構
想
の
研
究

に
向
け
た
各
種
事
業
の
見
直
し
ゃ

対
応
に
つ
い
て
、
各
分
野
ご
と
に

さ
ら
に
専
門
的
に
調
査
・
研
究
等

を
進
め
て
い
く
た
め
、
新
た
に
内

部
に
四
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
部
会
(
下
表
の
と
お
り
)
は
、

そ
れ
ぞ
れ
委
員
八
名
な
い
し
九
名

で
編
成
し
、
す
で
に
町
の
内
部
に

設
置
さ
れ
て
い
る
合
併
研
究
委
員

会
の
専
門
部
会
等
と
も
連
携
し
、

内
容
を
協
議
検
討
し
て
い
き
ま

す。そ
の
他
、
将
来
構
想
に

関
す
る
調
査
研
究
等

こ
の
他
、
研
究
会
で
は
、

川
内

町
の
進
む
べ
き
新
し
い
ま
ち
づ
く

リ
施
策
に
関
す
る
必
要
な
調
査
・

研
究
を
行
い
、
町
長
に
提
言
を
し

て
い
き
ま
す
。

〈研究会組織図〉

川内町将来構想研究会

総
務
財
政
部
会

女
情
報
通
信
、
住
民
活
動
、
行
政
機
構

女
議
会
、
農
業
委
員
会
、
選
挙
、
財
政

責
消
防
防
災
、
交
通
、
防
犯

閣
働
団

女
総
合
企
画
、
上

・
下
水
道
、
都
市
計
画

貴
公
営
住
宅
、
福
祉

・
保
険
、
環
境
衛
生

閣
閣
明
白

合同
高
速
道
路

・
国
道

・
県
道

・
町
道

女
産
業
経
済

高
閣
巴

女
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
文
化

合併重点支援地域指定とは?
合併重点支援地域は、各都道府県による市町村合併

の支援策として、「市町村の合併の推進についての要

綱」を踏まえ、以下に例示するような地域の中から指

定されるものであります。

①地域住民の間で合併に向けての気運が盛り上がって

いる地域

②合併協議会又は市町村の合併の特例に関する法律に

基づかない任意の協議会等が設置されている地域

①関係市町村で合併に向けた取組みがなされており、

地域内の一部の市町村から都道府県に対して要請がな

された地域

④その他地域の実情にかんがみ、合併についての支援

策を強化することが適当であると考えられる地域など

都道府県は、合併重点支援地域を指定した場合には、

その進捗状況に応じて、住民理解促進のための啓発事

業、有識者の派遣事業、任意合併協議会等に対する人

的支援、 市町村行財政の長期見通しの作成支援などの

調査研究等支援策が講じられることになっております。

信霊MJiWW

広報かわうち
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…
一
安
心
で
き
る
貸
し
借
り
で

…

農
地
の
流
動
化
と

…

集
団
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

日

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に
利
用
権
の
設
定
促
進
事
業
に

よ

る

貸

し

借

り

よ

る

貸

し

借

り

に

は

、

申

し

出
が
必
要

日

町
が
農
業
委
員
会
な
ど
と
協
力

…

し
て
農
用
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
①
平
成
十
三
年
度
で
貸
借
期
限
の

…

の
利
用
関
係
を
調
整
し
、
関
係
者
切
れ
る
方
で
更
新
を
希
望
す
る
方

.

の
同
意
を
得
て
賃
借
等
を
明
ら
か
及
び
新
規
希
望
者
は
申
し
出
が
必

.

に
し
た
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
要
で
す
。

日

作
成
し
、
農
業
委
員
会
の
決
定
を
②
申
し
出
は
、
平
成
十
四
年

一
月

経
て
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
三
十

一
日
ま
で
に
役
場
産
業
課

-

心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う

(
E
9
6
6
1
2
2
2
7
)
へ

日

.

こ
と
が
で
き
ま
す
。

…

①
農
用
地
を
貸
し
て
も
借
り
て

日

日

も
、
農
地
法
の
許
可
が
不
要
で
す
。

一
・
圃
一

一
、
-
』
一

‘

.

.

日

②
対
象
と
な
る
土
地
土
、
市
持
ヒ

一
は
引
一

b

県
内
士
、
、

-

1
一
郎
で

二

口
烹
特
別

日

区
域
を
除
く
農
用
地
等
で
す

一

A
F
一

b

対

¥

立

¥

一
し
ま
一

C

寄
付
江
戸
、

•. 

…

③
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
く
れ

元

E
一
ゐ
尽
州
川
L

一
…

日

ば
、
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く

一

M

1
一
〈
3

開
山
ハ
ハ
'
¥
展

…

必
ず
返
っ
て
き
ま
す
o

一
駅

3
一

点

新

引

ハ

ト

引

臨

一
.

…

④
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継
続

一
ル
月
一

品

物

仰

乙

/
/

-4
…

j
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…

し
て
貸
す
こ
と
も
借
り
る
こ
と
も

一
雌

1
一
〈
い
』
耕
巧
ふ
W

J

町

.

…

で
き
ま
す
。

一

地

一

ニ
ヂ
ゾ
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-

圭
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に
は
該
当
せ
ず
、
農
地
転
用
の

農
地
の
埋
立
て
を
し
、
原
形
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

を
変
え
る
場
合
は
、
届
出
が
②
盛
土
の
高
さ
に
つ
い
て
も
十

…

必

要

で

す

分

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

…

③
無
届
け
の
埋
立
て
は
、
違
法

…

農
地
を
盛
土
、
切
土
を
し
、
圃
転
用
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

い

場
の
原
形
を
変
え
、
耕
作
を
目
的
り
ま
す
。

日

と
し
た
田
畑
転
換
そ
の
他
区
画
形
④
埋
立
て
等
は
、
届
出
受
理
後

日

質
の
変
更
を
す
る
場
合
に
「
農
地
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

原
形
変
更
届
出
書」

を
農
業
委
冒
ハ

O
届
出
書
の
添
付
書
類

日

会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
①
付
近
見
取
図

・

ん
o

②
地
番
地
目
図
(
公
園
の
写
し
)

…

こ
の
制
度
は
、
農
地
の
原
形
を
③
土
地
登
記
簿
謄
本

…

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
隣
農
地
④
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う
と

…

の
耕
作
条
件
が
劣
悪
化
す
る
こ
と
す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
の
同

日

を
防
ぎ
、
農
地
の
集
団
性
と
調
和
意
書
。

を
保
持
し
な
が
ら
農
地
の
効
率
を
⑤
現
況
写
真

図
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
農
⑤
農
業
委
員
の
副
申
書

道
・
水
路
等
へ
の
被
害
と
違
反
転
⑦
そ
の
他
参
考
資
料
(
原
形
変

日

用
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
o

更
計
画
図
面
)

…

O
手

続

※

届

出

書

は

、

農

業

委

員

会

に

あ

…

農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う
と
り
ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は

い

す
る
方
は
、
要
綱
に
基
づ
き
、
原
農
業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務

日

形
変
更
に
着
手
す
る
日
の
初
日
前
局
ま
で

(
E
9
6
6
1
2
2
2
2

H

ま
で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
内
線
1
7
8
)
お
問
い
合
わ
せ
く

さ

い

。

だ

さ

い

o

n

a
F

，
、
、

h
4
D
F
'

。

注

意

事

項

，

i

〉
三
月

ι

①

コ

ン

ク

リ

ー

ト

塊

や

廃

材

な

坦

ヴ

斤

F
Jじ
-

U
、

廃

棄

物

に

よ

っ

て

埋

立

て

祇

省

P
出

.

る

場

合

は

、

農

地

の

原

形

変

更

、

げ

八

〆

4
m
4

... 農業委員会

震地の原形変更
届出制について
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民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た

こ
の
ほ
ど
、
民
生

・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
次

の
表
の
方
々
が
、

三
年
の
任
期
の

間
(
平
成
日
年
ロ
月

1
日
1
平
成

同
年
日
月
初
日
)
、
皆
さ
ん
の
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な

灼
J

宇品
I
し
れ
~
。

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
、
担
当
の
民
生
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
回
の
改
選
で
、
次
の

8
名
の

方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
の
活
動
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ー

敬

称
略
1

O
坂
本
シ
ゲ
子
(
音
田
)

O
近
藤
忠
宏
(
一
ヶ
谷
)

O
高
須
賀
禎
子
(
旦
之
上
)

O
新

君

子

(

板

戸

)

O
近
藤
和
子
(
永
野
)

O
高
石
ミ
ヤ
子
(
横
田
2
)

O
亀

田

豊

(

天

神

)

O
門
田
伊
都
子
(
茶
堂
)

昌一委立里児生民

委員名 区名 担当区域 電話番号 再新

近藤新平 問屋 問屋・狩場・日浦 966-5054 再

佐伯ミネ子 徳吉 音田・徳吉 966-3632 新

亀田ミチル 則之内 則之内・永野(高速東) 966-5610 新

仙波貞子 ケ谷 ケ谷・永野(高速西) 966-4599 新

青木 茂 保免 保免(保免住宅) 966-4287 新

矢鶴愛子〈会計〉 和田丸 和田丸・惣田谷下 966-3405 再

大野鎮雄〈監事〉 井内上 惣田谷上・井内下・井内西・井内中・井内上 966-4634 再

玉井久義 九騎 海上・九騎・桜・梅薮田伊の曽 966-5277 再

内田勝尉〈副会長〉 上仲屋 上仲屋・下仲屋・郷・弥助成 966-5224 再

佐伯博重 土省 土谷相之谷 966-3508 再

森 通香 吉田 水越田JII筋・添谷・桧皮・音田・上ケ成・二軒屋 966-2940 再

寺田利重 横灘 鳥の子・原・横灘目西組 966-2716 再

山内雄一郎 横団2区 横灘団地1区.2区・ 3区 966-4845 新

渡部有人 宝泉 西之側・宝泉・原沖 966-2657 再

奥村賀代子 上海上 日之上・ 上海上・下海上・猪之窪・上古市 966-3180 新

桑原正雄く会長〉 西中村 下古市・西古市 ・西中村-東中村 966-5060 再

潰田芳美〈副会長〉 宮東 宮西・上之町 ・宮東 966-3192 再

越智員H青 天神 天神 ・天神住宅 ・山田 966-2143 新

渡部清和 市場 市場 966-2590 新

田中偵子 小坂 中之町・小坂・下之町・川内マンション 966-2561 再

宮田恵子く女性部長〉 上砂 下沖・ 下沖住宅・上砂 966-4289 再

宮崎悦子 竹之鼻 高木・竹之量 966-3654 新

大西隆子 板戸 板戸・斎院之木 966-2717 新

領家奈津子 森 森 966-4054 新

片岡秋利 →余#互』 茶堂 966-4925 新

渡部秀男 八幡 北八幡・八幡 966-3020 再

大西久則 吉久 道向・由里 ・吉久 966-3417 新

電話番号

966-3669 

966-3481 

主任児童委員

担当区域

命

町全域

町全域

委員名

橋本矩之

渡部洋美

広報かわうち



国
民
健
康
保
険
か
う
の

お
知

5
せ
で
す

歯
の
治
療
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国

保
で
受
け

5
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
特
別
な
材
料
を
希
望

す
る
な
ど
の
場
合
は
、
全
額
若
し

く
は
一
部
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

全
額
自
己
負
担
の
と
き
は

O
金
箔
や
金
合
金
な
ど
特
別
な
材

料
を
使
っ
た
と
き

句、

よρ持
/ ¥ 

h

t
ρ

ポ

/

O
歯
列
の
矯
正

一
部
自
己
負
担
も

可
能
で
す
。

前
歯
の
治
療
に
限
っ
て
、
国
保

で
使
え
な
い
材
料
を
希
望
し
た
場

合
は
、

国
保
で
認
め
ら
れ
る
材
料

と
の
差
額
を
自
己
負
担
す
れ
ば
、

あ
と
は
国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

歯
の
治
療
を
受
け
る
前
に

治
療
を
受
け
る
前
に
、
国
保
が

使
え
る
か
ど
う
か
お
医
者
さ
ん
に

相
談
し
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
国

保
だ
け
で
治
療
を
受
け
た
い
と
き

は
、
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

国
保
で
み
て
も

5
え
な
い
も
の

制
限
さ
れ
る
も
の

O
受
け
ら
れ
な
い
も
の

①
正
常
な
妊
娠
・
出
産

日

②
美
容
整
形

.

③
健
康
診
断
・
予
防
注
射
・
集
団

検
診

• 

④
歯
列
矯
正

い

⑤
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
し

み
・
わ
き
が
・
あ
ざ

⑥
経
済
的
理
由
に
よ
る
旺
娠
中
絶

.

⑦
仕
事
上
の
病
気
や
ケ
ガ
(
労
災

保
険
)

• 

③
以
前
の
職
場
の
保
険
が
使
え
る

・

と
き
(
継
続
療
養
)

-

O
制
限
さ
れ
る
も
の

⑨
け
ん
か
、
泥
酔
な
ど
に
よ
る
病

.

気
や
ケ
ガ

⑩
故
意
や
犯
罪
に
よ
る
病
気
や
ケ

ガ
⑪
医
師
や
保
険
者
に
従
わ
な
か
っ

た
と
き

• • • • 
老人保健か5の
お知5せです

• 

こんなときには必す‘届出をしてください

こんなときには届出を 届出に必要なもの いつまでに

70歳になったとき 印鑑・被保険者証 誕生日から14日以内に※

転入してきたとき 印鑑・被保険者証(医療受給者証) 14日以内に

転出するとき 印鑑・被保険者証(医療受給者証) 転出するときに

死亡したとき 印鑑・被保険者証(医療受給者証) 14日以内に

住所が変わったとき 印鑑・被保険者証(医療受給者証) 14日以内に

医療保険の変更及びそう失 印鑑・被保険者証・健康手帳(医療受給者証) 14日以内に

65歳以上で寝たきりなとεになったとき
印鑑・被保険者証・身障手帳・国民年金証書・

認定をなるべく早く
診断書のいずれかの書類

L1':活保護を受けるようになったとき 印鑑・被保険者証(医療受給者証) すみやかに

※市町村から通知が届く場合があります。

広報かわうち。



介
護
保
険
を
利
用
の
皆
さ
ん
へ
お
知
5
せ
で
す

aa園圃・・圃・h‘

短…-ビス(シヨ )が利用し…ります
短期入所サービスの利用については、これまで1か月の利用限度額とは別に、 6か月

ごとに利用できる日数の上限が決められていました。平成14年l月からは、従来2つに

分かれていた 「訪問通所系サービス」と「短期入所系サービス」が一本化されます。

それにともない短期入所利用の6か月ごとの上限がなくなり、居宅サービスの利用限度

額の範囲内で、毎月利用できるようになります。

これまで 平成14年 1月か5

毎月、支給限度額の範囲内

で短期入所サービスを利用

することが‘できます。

6か月単位で短期入所サー

ビスを利用できる日数が決

められていました。

0短期入所サービス(ショートステイ)を利用できる日数はこのように変わります。

要介護度
居宅サービスの 短期入所サービスが利用できる日数

利用限度額 (6か月) (lか月あたり )

要支援 61，500円 7日 6日

要介護 1 165，800円 14日 16日

要介護 2 194，800円 14日 18日

要介護 3 267，500円 21日 24日

要介護4 306，000円 21日 27日

要介護 5 358，300円 42日 30日

※他の訪問通所サービスとくみあわせて利用する場合は、 1か月に短期入所サービスが

利用できる日数は、表の日数よりも少なくなります。

ただし、短期入所サービスは、在宅生活の継続を目的としたサービスであることから、

.連続して利用できるのは30日まで。

・利用日数は、要介護認定の有効期間(原則6か月)のおおむね半分を超えないこと。

とされています。

※なお、これまでおこなわれてきた短期入所の拡大や振替の措置はなくなります。

@ショート加とは山日加わ¥?

4・h 家族が病気等の事情で、介護老必要とする高

W!W齢者の介護ができなくなったとき、短期間、介
司 F 護保険施設に入居して介護サ ビスを受けるこ

とができます。短期入所(ショ トステイ)は

以下の2つに分類されます。

.短期入所生活介護

特別養護老人ホーム等の施設に短期間入所して、

入浴、排i世、食事等の介護、その他日常生活上の世話、機能訓練などが受けられます0

・短期入所療養介護

介護老人保健施設、病院等の施設に短期間入所して、看護や医学的な管理下における

介護、その他必要な医療および日常生活上の世話、機能訓練などが受けられます。

0問い合わせ先:福祉課介護保険係官966-2223

広報かわうち 。



町
政

1
月
の
も
よ
お
し

第
市
回
川
内
町
元

E

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

口
日

時

1
月
1
日

ω

口

受

付

午
前

9
時
却
分

口
開
会
式

午
前
日
時

(
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、

誰
で
も
参
加
O
k
-
-
)

口

場

所

川
上
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

口

種

別

O
楽
し
く
走
っ
た
り
、
歩
い
た
り

す
る
部

3
M
コ
i
ス

O
ピ
リ
ッ
と
走
る
、
競
争
の
部

5
M
-
m
M
コ
l
ス

大大古口
ト抽別 5 ン参う
!選プ回ト加れ
、、レ者し
ニミゼ 10 全い
二ン回 員特
-1-ト参 に典
，型記

ト 一、

GANTAN7 に自
宅ヲνコ L q t 
Eと恐ヱモ-告F ン 特 ゼ

でご成い ひ内川 57 口
ご希人なな参状内年昭対委灸志、
連望式くお加を町 4 和 f 山

絡のにて、し差在月 56象力日な
く方券も現てし住 1 年 した

zq事可司会存zi i まわ
し;整三内町さま =。で 2 せ成
O 円ま出内いす該の司 ん人
言zZ柱。号喜EL か式
会、、方ん 、は者昭 lこ
ま¥はで ぜ案で和

主
寸

1
月
H
日
開
成
人
の
日

口

受

付

午
前

9
時
1

口

開

会

午
前

9
時
ぬ
分

口

場

所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
日

募

集

f

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

同
時
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

(包966-4721)
(fi966-2080) 

.問い合わせ先

もよおし

ー-川内町教育委員会

子育て支援センター
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県民総合文化祭連句大会

県国民健康保険団体連合会理事会

全国町村大会

川内町将来構想研究会視察研修
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~16 
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11/21 
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11/27 
11/29 
~30 川内町将来構想研究会視察研修 委員

12/3 総務文教常任委員協議会 常任委員

産業建設常任委員協議会常任委員・議長

国土交通省四園地方整備局意見交換会議長

川内町重信町衛生組合議会 組合議員

社会福祉大会並びに

ボランテイアの集い 議長

議会運営委員会 運営委員・議長

森房義氏叙勲祝賀会 全議員

議長

議長

特別委員

副議長

温泉郡町村議長会研修

四国直轄砂防事業促進要望

地域活性化対策特別委員会

島根県仁多町議会視察来町

決算審査特別委員会 特別委員・議長

清掃センター運営委員会 委員

議員定数検討特別委員会 特別委員 ・議長

12/4 
12/5 
12/9 
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12/15 

母
の
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著

「お分かりにならなかったりJ元気だったりする入
居者たち、侠気の女社長、気配りのセンム、 1間主豊
か1Jヘルパ さん、そして久田家の人々 。怖映
な面々 が繰り広げる、あふれる愛と少しの涙¢物語。

干
と
干
亘書ヨ

寺子

時神の
駅隠

著し
10歳¢少女千尋は、不思議¢町で名前を奪われ、
さまざまな困難にあいながらも本来の「生きる力J
をとりもどしていく。果たして千尋は本の世界に
戻れるのか・ ・1。宮崎駿監督映画の絵本化。
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子
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1回怒ると1歳老ける。1回笑えば1歳
若返る。年なんか忘れて毎日を楽しもう。
いくつに芯っても新しい発見がある1女
優東恵美子の最新元気エッセイ。

広報かわうち
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県下の強豪チームが集まる中、見事上位入賞を果たし . 

た川内町クロッケーチームの皆さんO

左:一般の部/準優勝チーム 右:老字2部/第4位チーム

愛 001 
11月4目、 11日愛媛県総合運動公園を主会場
として愛媛スポーツ ・レクリエーション祭
2001県大会が開催されました!!

坊ちゃんスタジアム横の多目的グランドでは、ソフ

トボール小学生男子の部が行われ、出場した川上スポ

ーツ少年団が、優勝しました。みんなメダルを胸にか

けて誇らしげです。

第12回会長杯 : 
バドミントン大会 .

第56回国民体育大会
ボクシンク、競技会

. . 

10月13日-19日、宮城県仙台市で第56回国民体
育大会ボクシング競技会が開催され、上砂の伊藤

正直さんが、青年男子の監督して出場されました。
結果はベスト 4が1人、ベスト 8が3人と好成績
をおさめました。••• 

. . 
・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
.•• 

•••• 

第21回東温軟式野球大会
11月23日、第21回東温軟式野球大会が、川内中
学校グランドと愛大医学部グランドで行われまし

た。 6チームが参加し、熱戦が繰り広げられた大
会結果は以下のとおりです。

優勝 最高殊勲選手賞 上聞陽一郎

チーム・オールマイティークロマティー
優秀選手賞 阿部勇太

準慢勝

小野クラブ 敢闘賞 岡田隼人

.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
11月8日、勤労者体育センターで、第12回会長杯バドミン
トン大会が開催され、 町内外から約90名から参加しました。

〔試合結果J(上位入賞の川内町関係分のみ)

G静3位 .，優勝

佐伯斉昭 (松下寿) 手嶋晴久(松下寿)

坪内敏晴{松下寿) 青野雅弘(松下寿)

合
広報かわうち
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12月2日、絶好の天候に恵まれ第17回ウオーク
ラリー大会が開催されました。 178名の参加者は
各グループで知恵を出し合いながら歩きました。

競技終了後は、婦人会のみなさんの手作りぜん

ざいを食べてあたたまりました。

優勝グループは次のとおりです。

~ ~露þ CIJT 
菅野悟

菅野健一
渡部敬太

渡部祐二

五月

亮祐

秀祐

池田富世子

金子房江

. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . 
J
「

農
山
漁
村
高
齢
者
優
良
地
域
活
動
表
彰

広報かわうち

「西南地区農業生活振興会」が、農村地域の

地域活動部門において奨励賞を受賞されました。

この団体は、昭和58年に結成され、高齢者の地域
や家庭での役割開発と生きがいづくりに取り組

みながら、住みよい地域づくりを推進してきた : 

功績が認められたものです。

.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

第8固いきいき健康ウオーク
快晴の11月25日、いきいき健康ウオークが塩カ森で
行われました。ウォーキングコースは、ちょうど紅葉

が見頃で、参加した80名は、秋を満喫しながら6，6kmを
約2時間かけて歩きました。. . -. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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11月22日、東京の東僚会館で山本アツ子愛媛県
連合婦人会理事が、平成13年度社会教育功労者表
彰を受賞しました。この表彰は、多年にわたる社

会教育の振興への功績が認められたものです。

ぬ



「みんなのひろばJIこ耳寄りな情報をお寄せください。

満 1j罷おめでとうのコーナーでは、 2月生まれの

満1歳児を募集します。 1月7日までに役場総務課広

報係(公966-2222)へ写真とコメントをお寄せく

ださい。
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(1月25日生)
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元気いっぱいのハル君。
強くたくましい男の子に育ってね。

(父母より)
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農
耕
に
は
牛
車
が
使
わ
れ
、
材
木

の
運
搬
な
ど
に
は
馬
車
が
用
い
ら
れ
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
、
馬
車
は
観
光
地
で
見
か
け
る
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
見
る
と
私
達

の
ず
い
ぶ
ん
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
!

~婦人会から~

川
柳
も
vコ
く
吟
社
十

古月
嘉賀
エ三

高野菅和大松岡篠高大佐 喜 報
瀬中野田西岡本森岡島々撰
喜 美木 亭
撰友美安辰義武登紫 胡
亭親雪子夫国士里温実舟選

口
八
丁
の
人
に
説
明
任
し
と
き

忘
年
会
思
わ
ぬ
人
の
芸
達
者

大
掃
除
普
段
の
つ
け
を
は
ら
わ
さ
れ

飲
み
薬
ナ
l
ス
優
し
く
説
明
し

牛
肉
の
昧
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

成
り
行
き
を
妻
に
説
明
骨
が
折
れ

一
年
の
憂
さ
を
掃
き
出
す
大
掃
除

微
笑
を
日
々
の
暮
ら
し
に
忘
れ
か
け

首
に
吊
る
眼
鏡
忘
れ
て
大
騒
ぎ

大
黒
の
お
顔
も
浄
め
大
掃
除

共
稼
ぎ
日
曜
毎
の
大
掃
除

二
月
二
日
午
後
七
時

中
央
公
民
館

新

婚

気

嫌

誕
生

新年明けましておめでとうございます。

いよいよ平成14年の始まりです。今年もJlI

内町に佳きことが多いよう祈念いたしま

す。婦人会のこともよろしくお願い申し上

げます。

0桜学級「三世代交流フ工スティJ¥Jレ」
日時 l月26日(土) 13: OO~ 
場所中央公民館大ホール

内 容 室内ゲームをして楽しみましょ

う。おたのしみ抽選があります。

記念品も用意しております。子供

さんもお連れください。

01月ポカシ作り
日時 l月27日(日)

場所 中央公民館

内容生ゴミをボカシで堆肥化してゴミ

の減量をいたしましょう O 皆様お

誘い合わせてご参加ください。

0施設訪問
年末の19日制に皆様の真心のこもった

「愛のタオル」を持って施設訪問させてい

ただきました。とても喜んで、くださいまし

た。ご協力ありがとうございました。

19 : 30~ 

会
広報かわうち



インフォメーシ当ン

ロ
テ
l
マ

愛
媛
の
自
然
、
風
物
な
ど
の
観

光
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

口
応
募
方
法

・
作
品
は
、
四
つ
切
サ
イ
ズ
の
カ

ラ
l
プ
リ
ン
ト
と
し
ま
す
。

・
作
品
は
、
過
去
1
年
以
内
に
撮

影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
対
象
は
、
愛
媛
の

風
景

・
建
物
・
祭
り
・
風
物
・

産
業
な
ど
で
県
内
外
か
ら
観
光

で
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
も

の
。
(
人
物
の
被
写
体
が
あ
る

場
合
に
は
、
本
人
の
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い
。
)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
。

集

第

2
回
愛
媛
の
観
光

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

松
山
市
大
可
賀
2
丁
目
1
|
お

社
団
法
人
愛
媛
県
観
光
協
会

(
宮

9
5
1
・
0
7
1
1
)

放
送
大
学
(
教
養
学
部
)

平
成

U
年
度
第
1
期
学

生
募
集

放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

4
年

以
上
在
学
し
所
定
の
単
位
を
修
得

す
れ
ば
「
学
士
」
の
学
位
が
取
得
で

き
ま
す
。
授
業
は
、
幅
広
い
分
野

の
約
3
0
0
科
目
を
そ
ろ
え
、
-

科
目
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
。

松
山
市
文
京
町
3
番
(
愛
媛
大

学
内
)
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ

ン
タ
ー

(
E
9
2
3
・
8
5
4

4 

ジ第
カ 9
ル回
参市
加民
者ミ
募ユ
集 l

平
成
日
年
7
月
却
日
・

2
日
に

第

9
回
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ

ン
デ
レ
ラ
」
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

口
出
演
希
望
者

〈
対
象
〉
平
成
比
年

4
月
以
降
に

小
学
生
以
上
の
も
の
(
入
学
予
定

者
を
含
む
)

〈
内
容
〉
面
接
審
査
を
行
い
、
そ

の
中
で
却
秒
の
自
己
P
R
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
対
象
〉
平
成

H
年
4
月
ま
で
に

日
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
可
能
な
方

〈
内
容
〉
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
内

容
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
小
道
具
、
衣

装
な
ど
の
制
作
、
練
習
・
本
番
の

進
行
で
す
。
(
希
望
に
よ
り
配
置

し
ま
す
。
)

/一¥¥

(談
¥ー/

本目
人
権
相
談
所

口
日

時

1
月
9
日
制

口
場

所
川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、
児

童
・
生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰
、
交

通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

3
土
す

1
6土
す

可
E
A
円

Hun--口
μ

い
じ
め
・
な
や
み
等

の
教
育
相
談

口
日

時

毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

8
時
加
分
1
口
時

口

場

所

川
内
町
中
央
公
民
館

2
階

教
育
相
談
室

口

内

容

い
じ
め

・
不
登
校
・
学
業
不
振

等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
本

人
ま
た
は
保
護
者

・
関
係
者
か
ら

の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

命
広報かわうち

交
通
事
故
無
料
相
談

口
相
談
日

毎
週
月
1
金
曜
日

9
時
加
八
刀
1
M
時
判
分

口
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
日
時
i
M
時

口
電
話
相
談

E
9
4
5
・
2
3
3
5
(
直
通
)

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
l
の
3
日
本
生

命
松
山
市
駅
前
ピ
ル

6
階

側
日
本
損
害
協
会
松
山
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー



インフォメーション

万
一
、
金
融
機
関
が
破
た
ん
し

た
場
合
で
も
、
預
金
者
1
人
当
た

ff¥ 

l t l 
I '0 1 
で
す
か

風
景
入
通
信
日
付
印

が
で
き
ま
し
た

こ
の
度
、

渡
部
良
温
先

生
図
案
に
よ

る
風
景
入
通

信

日

付

印

(
平
成
比
年
1
月
1
日
使
用
開
始
)

が
で
き
ま
し
た
。

県
内
外
で
知
ら
れ
て
い
る
川
内

町
の
名
勝
地
及
び
有
名
な
建
造
物

で
あ
る
「
白
猪
の
滝

・
さ
く
ら
の

湯
・
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

を
美
し
く
躍
進
す
る
川
内
町
を
代

表
し
て
図
案
化
し
た
も
の
で
す
。

施
設
の
竣
工
式
・
周
年
記
念
行

事
・
展
示
会
・
サ
ー
ク
ル
等
の
案

内
に
是
非
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
川
内
郵
便
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貯
金
の
保
護
の
範
囲

が
変
わ
り
ま
す

り
、
定
期
預
金
等
の
元
本
1
千
万

ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
来
年

4
月

以
降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。
合
算
し

て
元
本
l
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
は
、
あ
く
ま
で
最
低
保
証
で
す

の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は

1
千
万

円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通
預
金

等
は
、
平
成
日
年
3
月
ま
で
全
額

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
ロ

l
ン
返
済
が

困
難
な
場
合
に
は

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
不
況
に

よ
る
倒
産
な
ど
勤
務
先
の
事
情
に

よ
り
返
済
が
困
難
に
な
り
、
年
収

倍
率
(
年
収
・
年
間
総
返
済
額
)

が

4
倍
以
下
で
、
返
済
条
件
の
変

更
で
今
後
の
返
済
を
継
続
で
き
る

方
に
つ
い
て
、
返
済
期
間
を
日
年

間
延
長
す
る
な
ど
の

救
済
措
置
を
行
っ
て
内
的
け
地

い
ま
す
。

h
持
品
工
一

詳
細
は
、
返
済
中
内
好
一
日

の
金
融
機
関
、
又
は

4
再持い一

住

宅

金

融

公

庫

四

国

・
J

J

支
庖
(
宮

9
2
1
・
8
2
2
2
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
の
教
育
ロ

1
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
生
寸

へ
の
入
学
費
用
や
、
在
学
中
の
授

業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資
す
る

「
国
の
教
育
ロ
l
ン
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

融
資
額
は
、
学
生

l
人
に
つ
き

2
0
0
万
円
以
内
、
返
済
期
間
が

叩
年
以
内
で
、
在
学
期
間
以
内
は
、

元
金
の
据
置
き
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
ご
利
用
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
松
山

支
庖
(
E
9
4
1
・
6
1
4
8
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
0
0
2
年

日
韓
国
民
交
流
年

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

(
W
杯
)
の
日
韓
共
催
が
行
わ
れ
る

2
0
0
2
年
(
平
成
日
年
)
を

「
2

0
0
2
年
日
韓
国
民
交
流
年
」
と

す
る
こ
と
が
両
国
間
で
合
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

w
杯
と
い
う
大
規
模

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
、

幅
広
い
分
野
で
の
国
民
的
な
交
流

事
業
を
推
進
し
、
両
国
間
の
相
互

理
解
を
深
め
、
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
銑
ポ
い
て
い
こ
、
つ
と
い
、
つ

も
の
で
す
。

日
韓
国
民
交
流
年
に
向
け
た
文

化
交
流
事
業
と
し
て
、
日
韓
政
府

間
で
は
定
期
的
に
会
合
を
開
催

し
、
文
化
交
流
事
業
、
学
術
交
流

事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
な
ど

の
各
分
野
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ごみの収集日
清掃センター電話966-4989

1. もえるごみ

収集曜日 収集 地 域 収集変更日又は収集休止日

1月3日休)は、

月木
東谷・西谷・土谷 ・滑川 1月4日働に収集
奥松瀬川 ・天神 1月14日(月)は、

毎 1月15日伏)に収集 J

火金
北方東 ・北方西

変更なしj国
南方東・南方西

ノド 土
町西・町東(天神を除く)

変更なし
山田 ・横灘団地 ・前松瀬川

ハローワーク松山ホームページを開設しました
松山公共職業安定所

ハローワーク松山では、職業紹介や雇用保険

に関する業務の内容、イベント情報等をお知ら

せするためホームページを開設いたしました。

アドレスは次のとおりです。是非一度ご覧く

ださい。

2. もえないごみ・極大ゴミ
ベットボトル

ガフ鎖己ス主及]ー類空び 粗大ゴミ
空 き 在1~現

収集地士戎 トレイ類 ビン
乾電池類もやさなし、u何 信光

東谷・商谷土谷 ・滑川
1/7(月) 1/17(月) 1/21 (月) 1/28(月)

奥松瀬川天神

北方東・北方西・ 南方東
1/8仰 1/18働 1/22ω 1/29伏)

南方西

町ー商・ 町東 (天神を除く )
1/9rω 1/16(7./<) 1/23休) 1/30(水)

山田・横灘団地・前松瀬川
http://www.hellowork-matuyama.go.jp/ 

命
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1月健康情報

1IE蹴駒田醐向調
QCT検査による肺がん検診
移動検診車により胸部りCT検査を実施します。 平成
13年夏に肺がん検診を受けられた方も受診できます。

日時 1月23日(ね
場所 健康センタ一

対象者 40歳以上の川内町住民で健診を希望する者

料金 6，000円(ただし、半額補助のため3，000円の予定)
申し込み 健康センターまで

申し込み期限 l月8日仰まで
(注) 後日、実施時間を設定し、希望者には受診票を送

付します。

|町医霊童話閥

0健康相談 ・栄養相談
血圧測定、尿検査等も行っています。健康に関するこ

とは、お気軽にご相談ください。

日時 毎週水曜日 午前9時~12時
場所 健康センターI階 運動指導室

持参品 健康手帳

0こころの健康相談
不安定な精神的状態やお年寄りの痴呆等の相談をお受

けしています。

日時 1月 11 日幽午後1時30分~3時30分
場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

|臨E軒曜

0若い女性の健康講座
対象 16歳から39歳の女性

時間 午前 9 時30分~12時30分
場所 健康センター

内容 下表のとおり ※託児サービス(食事付き)

持参品 エプロン・筆記用具・健康手帳

参加費 無料

申込み 健康センターまで

申込み期限 1月22日まで(定員24名)

実施日 ァーマ 講師

1月29日 講義「女性の体・女性に多い病気j 愛大医学部産婦人科
(刈 調理実習(バランス食) 岩本麻里先生

2月7日実技 「エアロビクスでリフレッシュJエアロピクス

(木)調理実習(ダイエット食)
インストラクター

井門恵理子先生

2月13日 講義「家庭から食生活を考えようJ 栄養士
(~() 調理実習(バランス食) 河端千津子

2月19日 講義「家族みんなで仲良く歯みがき」 歯科衛生士
同 調理実習(歯を強くする食事) 西山頼子先生

幅ーーi司
日時 1月28日(月)午前9時~午後4時
場所 松下寿(株)松山事業所

|E輔副題関溜宿冨由自信ID団E
日時 毎週月曜日午前8時30分~9時
場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、狂犬病予防注

射済票

大不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望しない場

合は、不妊・去勢手術に努めましょう O

|園田闘世間置 (診療時間:午前9時~午後5時)

日 当番医 住所 電話

1日 十全医療学院付属病院 川内町南方 966-5011 

2日 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

3日 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

6日(日H閣日) 西村内科 重信町志津川 964-2461 

13日(日正義日) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 
一一14日(成人の日)藤石病院 重信町志津川 964-1234 

20日(日曜日) 北上靖博整形外科 松山市平井町 975-3753 

27日(日日程El)I永山内科 松山市北梅本町 976-1788 

『小児の発熱』 健康百科
子供は発熱することがよくあります。特に夜間や休日に高熱になると
病院もお休みで不安になることが多いと思います。今回は子供さんが急
に発熱したときにどう対応したらいいのかをお話します。発熱の原因も
さまざまですが、発熱に伴ってひきつけたリ、意識がはっきりしない場合、
瞳吐が頻固にあって水分もとれない場合、生後6ヶ月未満の乳児が発生
する場合は重症の感染症が原因である可能性ありますので早急に病院
で受診する方がいいです。
それ以外の場合は、まず家庭で次の処置で様子を見てから翌朝に受診
してもらってかまいません。熱がよがり始めに寒がってふるえる状態であ
れば毛布などで体をくるんで温めてください。熱が上がりきると暑がりま
すから薄着にして体を冷やしてください。冷やすための具体的な方法と
しては、アイスノンをタオルで巻いて両方の脇の下に当てておくのが 番
確実です。氷枕や氷嚢をE聞に当てるのもいい方法です。子供さんが嫌が
るなら無理に冷やす必要はありません。最近よく用いられるようにたった
額に張る吸熱シートは、頭がすっきりするという効果があリますが、体温を
下げる効果は木十分です。子供さんが気持ちよくなるなら使ってあげて
も問題ありませんが、熱があまり下がるわけではありませんので、使っても
熱が高いままのことはよくあります。解熱剤の使用については、水分と睡
眠がとれる状態であれば解熱剤を使う必要はありません。どうしても熱
が高いために水分をとれず、ぐずつで眠らなければ一時的に下熱剤を使
つでもかまいません。病気の原因によっては解熱剤を使っても熱が下がら
ないこともありますので、できるだけ体を冷やすことがいいでしょう Q解熱
斉Uの投与間隔は8時間ぐらいは、あけてください。高熱があるとひきつけ
たり脳への影響はないかとj心配されて解熱剤を使われる方がおられます
が、解熱剤を使って11支熱が下がっても再び熱が上がるときにひきつける
ことがありますのでひきつけを予防するために解熱剤の効果はありません。

小児科医師石川純一

広報かわうち



町の動き
健康センターか5

(+ 9人)

(+ 2人)

(+ 7人)

(-2戸)

11，337人

5，356人

5，981λ 

3，961戸

人 口

男

女

世帯数 E悶悶蹴庭摺
01歳6カ月児健康診査
日時 1月 24 日(木)受付午後l時~ 2時
場所 健康センター 2階
対象 平成12年5月.6月・7月生まれの幼児(1歳6・7・8カ月児)
内 容 身体計測、問診、貧血検査、 小児科診察、歯科診察

個別相談(歯科・栄養)

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します。)

戸籍の窓
(11月受付分 ・敬称略)

会お誕生おめでとうございます

0歯科検診
日時 1月 17 日(木)受付午前9時~ ll時、午後l時~3時
場所 健康セ ンター 2階

対象児 1歳~就学前の幼児
内 容 歯みがき、歯科検診、フッ素・サホライド塗布、個別相談

料金 1人 200円

持参品 母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

Oもぐもぐ教室
日時 1月 3 1 日(木)午前9時30分~12時
場所 健康セ ンタ- 2階
対象 平成13年8月.9月.10月生まれの乳児とその保護者

(3・4・5カ月児)
①栄養士の話 「離乳食のすすめ方」

②調理実習、試食 ③身体計測、個別相談

母子健康手帳、エプロン

持参品
住所 保護者 名前 生年月日

茶堂 三好泰助 俊甲南 10.30 

茶堂 黒川裕治 碧タ 10.31 

西中村 高須賀督 欽志郎 11.14 

高木 江夏敏郎 菜#穂 11.16 

音回 佐伯 事士 直 11.26 

惣田谷下 三好裕之 奇佳 11.29 

( 
タオル

れデで司

ぞ長内

0乳幼児相談
身体計測、育児相談、栄養相談等を行っています。お気軽

にご利用ください。

日時 毎週水曜日

場所 健康センター

持参品 母子保健手帳

持参品

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

宮西 田村庫五郎 96 10.31 田村庫五郎

ガリラヤ荘 布袋ヨシノ 89 11.7 布袋ヨシノ

茶堂 武智公裕 79 11.8 武智公裕

不対本< 西本スズ子 92 11.10 西本久夫

ガリラヤ荘 藤野百合子 78 11.10 藤野百合子

由里 戸目台 1専資 62 11.11 石川五百呈

板戸 イ手勝 竹志、 78 11.20 伊藤隆志

ガリラヤ荘 重信サカエ 93 11.23 重信サカエ

竹之鼻 i度部昌子 78 11.28 渡部小夜美

*ごめい福をお祈りいたします

日 時 対象児と注意事項

1月8日ω 3 カ月 ~ 7歳6 カ 月 の乳幼児

三種混合
午後2時~3時

※百日咳にかかったことがある方

は、受付でお知らせください。

麻疹
1月29日ω

l歳-7歳6か月の幼児
午後2時~3時

午前9時~ 12時

l階

Ea師毘Eヨ

交通事故の発生状況

性
一
一
畑
一
儲

2階
予防接種手帳、体温計

健康センター

母子健康手帳、

場所

持参品
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。表紙の写真

12月8日、川内保育園で行われた「おも

ちつき」です。っきたてのおもちを美味

しそうにほお張る子供たちをみていると 、

こちらのお目差カf鳴きました。
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